


（３）うどんこ病は乾燥、多湿のいずれの状態でも発生します。 

（４）本病は活物寄生菌であるので、寄生された植物は急に枯死することはありませんが、果実

は商品価値を失い、発生は拡大し大きな損失をまねきます。 

６ 防除対策 

（１）発生が少ないうちに防除をしてください。 

（２）薬液がかかりやすくなるよう、ていねいに散布してください。 

(３) 燻煙剤による防除も有効です。 

(４) 収穫までの日数やミツバチに対する影響に注意してください。 

（５）農薬は、ラベルの表示を確認して正しく使用してください。 


